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平成２５年３月６日（第１日） 

開議 １３時００分  

○議長 川野 高實君  

 只今から平成２５年第２回鞍手町議会定例会を開会します。  

まず、町長より提出されています鞍手町保有仕組債の状況報告書と、監査より提出されてい

ます例月現金出納検査報告書をお手元に配布していますのでご確認下さい。  

 次に、教育長より行政報告の申し出があっていますので、これを許可します。  

 教育長。 

○教育長 山本 喜久男君  

 平成２５年２月２３日土曜日に発生しました鞍手町立室木小学校の校舎火災について、行

政報告いたします。  

まず、この火災により町民の皆さまをはじめ、保護者の皆様に多大なるご迷惑とご心配を

おかけしましたこと、児童にも大変な不安や悲しい思いをさせましたことにつきまして深く

お詫び申し上げます。 

火災が土曜日であったため学校は無人であり幸い児童や教職員の人的被害は生じません

でしたが、貴重な行政財産に損害を与えたことにつきましても重ねてお詫び申し上げます。  

それでは火災発生状況について報告いたします。警備会社に１１時６分に火災の通報があ

り、警備員が室木小学校に１１時１９分に到着し、２階２年生教室より出火していることを

確認し、１１時２１分に１１９番通報しています。消防は１１時３３分に到着し消火活動を

行い約１時間後に鎮火しております。その後、１４時から現場検証が行われ担任教諭、校長、

教育課長の立ち合いの下、１７時ころまで行われ、その結果、出火原因は放火等ではなく２

年生教室で使用している延長コードの接続部分が激しく燃えており漏電の可能性が高いと警

察署より説明を受けました。 

被害状況につきましては、焼失面積は約１００平方メートルで出火元の２年生教室は全焼

し、廊下の一部も焼失しました。焼失は免れたものの２階全体に煤が蔓延し、１年生教室、

特別支援学級、図工科室、廊下などは使用できる状態ではありません。  

２年生教室の真上の３階パソコン教室も窓ガラスが割れ、消火に伴う水損で、パソコン機

器数台が使用できない状況になっています。３階にはパソコン教室のほかに音楽室、３・４

年教室、プレールーム、５・６年生教室、図書室がありますが、防火扉が作動したため煤に

覆われることなくパソコン教室以外の被害はありませんでした。  

１階の職員室、校長室、教具室は天井から消火に伴う水漏れがありましたが、早急にブル

ーシートで応急的に措置し被害を最小限に食い止めることができました。  

 人的被害はありませんでしたが、火災を目撃した児童や思い出の作品等も含め持ち物を焼

失した児童もおり、児童全体の心のケアが必要であると思われます。  

 火災鎮火後、ただちに保護者の代表、校長、教務主任、教育委員会で今後の対応を協議し

ました。その結果、保護者、学校関係者は被害の尐なかった１階校舎と３階校舎での授業の
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再開を要望されました。しかし、そのことが安全上可能であるか、電気系統、警備関係など

の点検を業者に依頼しました。その結果、一部電気系統、警備関係に損傷はあるものの安全

上問題がないことが確認されましたので現場検証の妨げにならない範囲で月曜日の授業再開

を目指してＰＴＡ有志、教職員、教育委員会職員で清掃作業を行いました。  

 一方では、２３日午後４時より緊急に町内校長会を招集し火災の報告と今後の対策を協議

するとともに各学校のコンセント類の緊急点検を含め安全管理を徹底するように指導をいた

しました。 

 ２４日の日曜日はＰＴＡの方々、地域の方々、教職員、教育委員会職員等約１００名を超

える人が参加し昨日からの清掃作業を継続し、１４時頃に月曜日から児童が学習できる環境

を整備することができました。  

 児童へは、２月２５日月曜日、登校後、校舎に入る前に体育館に集合させ全校集会を開き

動揺しないように事情を説明した後、１、２年生、特別支援学級の児童は当分の間、図書室

や特別教室を代替え教室として使用することとなりそれぞれの教室へ移動し授業を通常通り

に行いました。 

 また、現在のところ児童、教職員ともにメンタルケアの必要な者はいないようですが、引

き続き観察を行うように指導しております。  

 校舎の本格的な復旧工事につきはしては、２月２６日から行われており３月末までには復

旧する見込みであります。  

 また焼失しました教材備品等につきましても授業に支障がないように対応しています。  

 尚、焼失等による損害額は確定しておりませんが約２千万円と推定しております。  

 このような事態になりましたことに対しまして、町民の皆さま、保護者の皆さま、子ども

たちにも申し訳ない気持ちで一杯です。今後このようなことが起きないよう、施設管理の指

導を徹底していく所存であります。以上、行政報告をさせて頂きました。  

○議長 川野 高實君  

 以上で行政報告を終わります。  

 次に、町長より所信表明の申し出があっていますので、これを許可します。  

 町長。 

○町長 德島 眞次君  

平成２５年第２回鞍手町議会定例会の開会にあたり、今回提案いたします諸議案の提案理

由の説明に先立ちまして、私の町政運営に関する所信の一端を申し上げ、議員各位並びに町

民の皆様のご理解とご協力を賜りたいと存じます。  

 私は、鞍手町のポテンシャルを最大限活かし、町民の皆さんと力を合わせて、未来に繋が

る町づくりを進め、町民すべてが笑顔で暮らせる、魅力ある、住みたい町の実現を図るため

公約に目標を掲げておりますが、これから、このことを具体化していくことが、負託に応え

るべく私に課せられた使命であると考えております。  

 昨今の社会情勢は、尐子高齢化の進展と、人口の大都市への一極集中がさらに進み、地方



3 

にとりましては人口減尐がさらに深刻化するものと認識いたしております。  

また、国においては、デフレによる出口の見いだせない慢性的な経済情勢に対して、アベ

ノミクスと呼ばれる「大胆な金融緩和」「機動的な財政出動」「民間の投資を喚起する成長戦

略」を３本の柱とする政策が講じられていますが、安倍政権は発足したばかりで、その効果

を期待はしつつも、まだ先が読めないというのが実感です。  

さらに、地域主権改革の進展に伴う一層の地方分権への対応など、様々な行政課題や行政

運営の基盤となる財政をはじめ、環境、福祉、医療、防災、教育の問題など、先送りできな

い課題や懸案事項が山積しております。  

 こうした社会・経済情勢を踏まえ、私は町民の先頭に立ち、９つの柱を掲げ、町政運営に

取り組む決意をいたしております。 

まず、「鞍手町を魅力ある、住みたい町へ」という目標に向かって４つの柱を掲げており

ます。 

その第１は、子育て支援と教育振興であります。 

厚生労働省による平成２３年の人口動態調査では、日本人女性一人が一生に産む子どもの

平均数に当る「合計特殊出生率」は１．３９と公表されました。 

長期的に人口を維持できる水準は２.０７と示されており、その水準よりはかなり低い数

値となっています。ただ、平成１７年は１．２６で、やや上昇傾向にあり、この数値がさら

に上昇していくよう国と地方が一体となって子育て支援に取り組まなければならないと考え

ております。 

子どもは国の宝であり、鞍手町にとっても将来を担う貴重な財産でありますので、出生率

が下がれば、将来の労働人口が減り、生産・年金・社会保障制度等に重大な影響が出ること

は明らかであります。 

これからの町づくりにおいて、安心して出産し育児ができる環境づくりを支援していく考

えであります。 

 また、教育は、国の礎であります。今、一番の急務は、学校教育、社会教育の連携充実を

図りながら激動する２１世紀の社会に対応できる人材を育成していくことであります。 

 そのためにも、教育環境を充実していくことは大きな課題であり、中学校統合もその取り

組みの一環であることは勿論、行政と町民の皆様が共に力を合わせ、子どもたちが生活する

家庭、地域社会、学校におけるより良い教育環境を構築していくため、最大限努力していく

所存であります。 

 第２は、雇用促進であります。 

 鞍手インターチェンジが供用開始されて２年が経過し、その周辺は徐々に賑わいを見せ始

めており、遠賀川渡架橋についても開通が待ち望まれるところとなりました。 

 これらの新たなインフラを活かし、私が先頭となって積極的にトップセールスを行い企業

誘致、住宅誘致を進め、地域雇用力の増大を図り、地域活性化に繋げていきたいと考えてお

ります。 
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 第３は、地場産業の活性化であります。 

本町の主要産業は農業でございます。ＴＰＰ参加問題については様々な論議がありますが、

農業の未来を切り拓き、成長力を強化するためには民間活力の導入なども視野に入れながら、

攻めの姿勢で国際戦略の構築と国内農業の体質強化に向けた取り組みが必要であります。 

このことから､付加価値の高い鞍手ブランド作物の開発と流通ルートの開拓を図り、農業

基盤の安定と振興を図っていく考えであります。 

また、企業誘致は、単に新たな企業を誘致するということだけではなく、地場の商業、工

業、農業関係者と連携を密にしながら、誘致した企業と良好な相互関係を築き、相乗効果に

よって地域全体の活力を生み出せるような環境を醸成し、地域の浮揚と活性化に努めていく

考えであります。 

 第４は、自然環境と文化財の整備であります。 

 私は、里山としての美しい鞍手の景観、長谷観音をはじめとする誇るべき文化財など、こ

れまであまり大きくＰＲされることのなかった本町の魅力を今一度見直す必要があると感じ

ています。 

 そこで、本町の農工商の情報を共有し、地域の魅力を内外に広く発信していくとともに、

その保護に努めていく考えであります。 

 次に、「鞍手町を老若男女すべての人が笑顔で暮らせる町へ」を目標とする５つの柱であり

ます。 

 第１は、地域環境や住環境のインフラ整備であります。 

 誰もが住みたい、定住したい町であるための要素として、地域環境や住環境のインフラ整

備を進めていくことは非常に重要であると考えております。 

 本町の公共下水道の普及率は、平成２４年４月１日現在３７．９％で、水洗化率は約７０％

でありますが、さらなる整備を進め、普及促進に努めていく考えであります。 

 また、遠賀川渡架橋とリンクする幹線道路網整備や中学校統合に向けての安全確保のため

通学路整備を精力的、効果的に進めて参ります。 

そして毎年、梅雤前線が活発となる雤季や台風シーズンには、内水被害が頻繁に発生して

いる地域があり、こういった地域の不安解消のためにも、防災体制の強化と治水対策への取

り組みを進めていく考えであります。 

 こういった取り組みが安心して暮らせる基礎となり、結果的に新たな土地活用を促し、地

域経済の活性化に繋がるという考えでおります。 

 第２は、福祉の充実であります。 

 現在、本町の地域公共交通として、すまいるバスの実証運行を行っております。通勤、通

学、通院、買い物など、交通弱者の利便性や安定して継続できる財政負担などを総合的に勘

案しながら、住民の皆さんが身近な交通手段として利用いただけるものとなるよう努めてい

く考えであります。 

 また、老老介護や独居老人の問題の解決や、男女共同参画社会の構築などの取り組みは急
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務と考えでおりますが、これらの取組みを進める上では、ボランティア団体等との連携・協

力体制を構築し、ネットワークづくりを進めるところから支援していく考えであります。 

 第３は、医療の充実であります。 

 鞍手町立病院につきましては経営形態を見直し、本年４月から地方独立行政法人くらて病

院として新たなスタートを切る予定となっております。 

 これは、近年、求められる医療サービスが高度化、多様化する一方で、医師の確保が非常

に難しくなってきていることなどから、自治体病院として、これまでよりもより迅速で柔軟

な対応ができる経営形態に移行するものであります。 

 今後とも、救急医療体制の充実も視野に入れながら、住民の皆さんが安心して医療サービ

スが受けられる環境整備に努めていく考えであります。 

 第４は、文化を享受できる環境の整備であります。 

 高度情報化社会が進展し、テレビやラジオ、新聞や書物などから得られていた情報は、イ

ンターネットの普及により、より幅広い情報として、より速く得られる時代となりました。 

 しかし、町内における高速光回線の整備は全域には及んでいませんので、その整備が促進

されるよう関係機関への要請などを積極的に行い、住民の皆様が様々な情報を享受できる環

境づくりを支援していく考えであります。 

 また、老朽化などにより維持管理が大変になってきています運動施設や文化施設につきま

しては、その利用状況なども精査しながら、効率的な維持管理体制のもとで、効果的かつ広

域的な活用が図られるよう努めていく考えであります。 

 第５は、町の財政健全化であります。 

本町の財政状況は、前柴田町政におけるご尽力により、若干の余裕が出てきたようにも捉

えられがちですが、中長期的な視点で見ますと極めて厳しい状況にあり、民間で言えばいつ

民事再生法が適用されてもおかしくない状況だと私は感じております。 

縷々申し述べて参りました所信とする施策につきましては、町財政の健全化という大きな

課題を克服しなければ具体化できないものもあります。 

行政運営の舵取りを行っていく上では、第４次鞍手町総合計画との整合性を図りながらも、

時には民間的な視点をもって経営のあり方として見直すべきところは見直しながら進めてい

く考えでおりますが、歳出削減だけでは町の活性化は見込めません。鞍手町の文化や資源を

生かし、特に企業誘致や地場産業の後方支援に努めながら、自主財源の確保に鋭意取り組ん

でいく考えであります。 

以上、町長就任にあたり、町政運営に関する９つの柱による私の基本姿勢を述べさせてい

ただきましたが、めまぐるしく社会情勢は変化し、地域主権改革などが進められている中で

は、基礎自治体は住民の皆様に最も身近な行政として有効に機能しなければなりません。そ

のため、町民の要望や意見、苦情などを聴取する町長直轄窓口、「鞍手のとびら」を設置いた

します。 

これから、すべての人が笑顔で暮らせるまちづくりを進め、未来に繋げていくその役割と
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責任の重大さをしっかり心に据えて、町政運営に邁進して参る所存でございます。 

今後とも町民並びに議員の皆様、関係機関・団体等のさらなるご理解とご協力を賜ります

ようお願い申し上げまして、私の所信表明とさせていただきます。  

○議長 川野 高實君  

 以上で所信表明を終わります。  

 これより日程に入ります。  

日程第１ 会議録署名議員の指名を行います｡ 

 会議録署名議員は会議規則第１２４条の規定により、議長において１番議員 熊井照明君

及び２番議員 須山由紀生君を指名します。  

 次に、日程第２ 会期の決定を議題とします。  

今期定例会の会期は、本日から３月２１日までの１６日間にしたいと思います。  

 これにご異議ありませんか。  

（「異議なし」の声あり）  

 ご異議なしと認めます。よって会期は本日から３月２１日までの１６日間に決定しました。 

 次に進みます。  

日程第３ 議案第２号及び日程第４ 議案第３号を議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 町長。 

○町長 德島 眞次君  

日程第３ 議案第２号から日程第４ 議案第３号までの２件について、一括して提案説明

を申し上げます。  

日程第３   議案第２号は、鞍手町教育委員会委員の任命であります。  

鞍手町教育委員会委員であります山本喜久男氏が平成２５年３月３１日をもって辞任さ

れることに伴い、後任の委員として、水摩幸隆氏を平成２５年４月１日から平成２５年１０

月３日までの任期として任命するため、議会の同意を求めるものであります。  

 なお、別紙で履歴書を添付していますので、ご参照ください。  

次に、日程第４ 議案第３号は、鞍手町固定資産評価審査委員の選任であります。  

鞍手町固定資産評価審査委員３名のうち、入江   均氏の任期が平成２５年６月９日をもっ

て任期満了することに伴い、後任の委員として、坂田正明氏を選任するものであります。  

同氏の略歴につきましては、別紙で添付しておりますので、ご参照ください。  

以上が、日程第３ 議案第２号から  日程第４ 議案第３号までの２件の提案説明であり

ます。 

ご審議の上、ご協賛のほど、よろしくお願いいたします。  

○議長 川野 高實君  

 これから質疑を行います。  

議案第２号について質疑はありませんか。  
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（「なし」の声あり） 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  

 次に議案第３号について質疑はありませんか。  

（「なし」の声あり） 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  

 お諮りします。  

議案第２号及び議案第３号は会議規則第３８条第３項の規定により、委員会付託を省略した

いと思います。  

 これにご異議ありませんか。  

（「異議なし」の声あり）  

 ご異議なしと認めます。よって議案第２号及び議案第３号は委員会付託を省略することに

決定しました。  

これから討論を行います。  

議案第２号について討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。  

次に議案第３号について討論はありませんか。  

（「なし」の声あり） 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。  

これから採決を行います。  

議案第２号 鞍手町教育委員会委員の任命を採決します。  

 教育委員会委員に水摩幸隆氏の任命に同意することに賛成の方は挙手を願います。  

（「挙手」あり） 

挙手多数です。よって議案第２号は同意することに決定しました。  

 次に議案第３号 鞍手町固定資産評価審査委員の選任を採決します。  

本案について、これに同意することに賛成の方は挙手を願います。  

（「挙手」あり） 

挙手多数です。よって議案第３号は同意することに決定しました。  

 ここでしばらく休憩します。  

休憩  １４時２３分 

再開  １４時３５分 

○議長 川野 高實君  

 会議を再開します。  

日程第５ 議案第４号を議題とします。提案理由の説明を求めます。  

 町長。 

○町長 德島 眞次君  
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日程第５ 議案第４号の１件について、提案説明を申し上げます。  

日程第５   議案第４号は、過疎地域自立促進計画の変更であります。  

本計画の変更は、過疎地域からの自立促進を推進するため、新たな事業の追加及び計画事

業の修正を行うものであります。  

今回の変更の主なものは、中学校統合に伴い通学路となる町道の改修等１２事業の追加及

び修正、並びに鞍手町過疎地域自立促進特別事業基金創設に伴う基金対象事業とするための

文言の追加などを行うものであります。  

以上が、日程第５ 議案第４号の提案説明であります。  

ご審議の上、ご協賛のほど、よろしくお願いいたします。  

○議長 川野 高實君  

 本案に対する質疑は後日行います。  

次に、日程第６ 議案第５号から日程第９ 議案第８号までの４件を一括して議題としま

す。 

提案理由の説明を求めます。  

町長。 

○町長 德島 眞次君  

日程第６ 議案第５号から日程第９ 議案第８号までの４件について、一括して提案説明

を申し上げます。  

日程第６ 議案第５号は、鞍手町過疎地域自立促進特別事業基金条例であります。  

本条例は、過疎対策事業債の特別事業分３ ,５００万円を過疎地域の指定期限となる平成３

２年度まで、毎年積み立てる基金として設置することに関し、必要な事項を定めるため制定する

ものであります。 

この基金を設置することで、定住促進奨励金交付事業などのソフト事業を将来にわたり継

続的に実施するための財源を確保することとしております。  

次に、日程第７ 議案第６号は、鞍手町新型インフルエンザ等対策本部条例であります。 

本条例は、新型インフルエンザ等対策特別措置法の制定に伴い、新型インフルエンザ等緊急事

態宣言がなされたときに、病原性が高い新型インフルエンザ等に対し速やかに対応するため、

新型インフルエンザ等対策本部に関し、必要な事項を定めるため制定するものであります。 

次に、日程第８ 議案第７号は、鞍手町営住宅等整備基準条例であります。  

本条例は、公営住宅法の一部改正に伴い、鞍手町営住宅等の施設整備基準に関し、必要な事項

を定めるため制定するものであります。 

次に、日程第９ 議案第８号は、鞍手町準用河川構造の基準に関する条例であります。  

本条例は、河川法の一部改正に伴い、鞍手町の準用河川構造の技術的基準に関し、必要な事

項を定めるため制定するものであります。 

以上が、日程第６ 議案第５号から  日程第９ 議案第８号までの４件の提案説明であり

ます。 
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ご審議の上、ご協賛のほど、よろしくお願いいたします。  

○議長 川野 高實君  

 本案に対する質疑は後日行います。  

 次に、日程第１０ 議案第９号から日程第１８ 議案第１７号までの９件を一括して議題

とします。 

 提案理由の説明を求めます。  

 町長。 

○町長 德島 眞次君  

日程第１０ 議案第９号から日程第１８ 議案第１７号までの９件について、一括して提

案説明を申し上げます。  

 日程第１０ 議案第９号は、鞍手町職員退職手当支給条例の一部を改正する条例等の一部

を改正する条例であります。  

本条例は、国家公務員の退職給付の給付水準の見直し等のための国家公務員退職手当法等

の一部を改正する法律の施行に伴い、本町職員の退職手当の給付水準を段階的に引き下げる

とともに、鞍手町特別職の職員及び教育長の退職手当の支給割合を一般職の引き下げ割合を

ふまえ引き下げるため、関係条文を整備するものであります。 

次に、日程第１１ 議案第１０号は、議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に

関する条例の一部を改正する条例であります。  

本条例は、地域社会における共生の実現に向けて新たな障害保健福祉政策を講ずるための

関係法律の整備に関する法律の施行による障害者自立支援法の一部改正に伴い、本条例が引

用している障害者自立支援法の名称と条項の番号が改められることとなったため、関係条文

を整備するものであります。 

次に、日程第１２ 議案第１１号は、鞍手町特別会計条例の一部を改正する条例でありま

す。 

本条例は、地方独立行政法人くらて病院に対する貸付金等の収支を一般会計から分離し、会計処

理を明確にするため、新たな特別会計を設けることから、関係条文を整備するものであります。 

次に、日程第１３ 議案第１２号 鞍手町行政財産使用条例の一部を改正する条例及び 

日程第１４ 議案第１３号 鞍手町道路占用料条例の一部を改正する条例であります。 

この２条例は、道路法施行令の一部改正に伴い、引用している条項の番号が改められることと

なったため、関係条文を整備するものであります。 

次に、日程第１５ 議案第１４号は、鞍手町重度障害者医療費の支給に関する条例の一部

を改正する条例であります。  

本条例は、地域社会における共生の実現に向けて新たな障害保健福祉政策を講ずるための

関係法律の整備に関する法律の施行による障害者自立支援法の一部改正に伴い、本条例が引

用している障害者自立支援法の名称と条項の番号が改められることとなったため、関係条文

を整備するものであります。 
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次に、日程第１６ 議案第１５号 鞍手町営住宅管理条例の一部を改正する条例  並びに 

日程第１７  議案第１６号 鞍手町改良住宅設置及び管理条例の一部を改正する条例であり

ます。 

この２条例は、公営住宅法の一部改正に伴い、町営住宅及び改良住宅の入居者資格のうち入

居収入基準等について、関係条文を整備するものであります。 

次に、日程第１８ 議案第１７号は、鞍手町し尿処理施設設置及び管理条例の一部を改正

する条例であります。  

本条例は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律の一部改正に伴い、技術管理者の設置と資格に

関し、関係条文を整備するものであります。 

以上が、日程第１０   議案第９号から日程第１８  議案第１７号までの９件の提案説明で

あります。 

ご審議の上、ご協賛のほど、よろしくお願いいたします。  

○議長 川野 高實君  

本案に対する質疑は後日行います。  

次に、日程第１９ 議案第１８号から日程第２５ 議案第２４号までの７件を一括して議

題とします。 

提案理由の説明を求めます。  

町長。 

○町長 德島 眞次君  

日程第１９ 議案第１８号から日程第２５ 議案第２４号までの７件について、一括して

提案説明を申し上げます｡ 

 日程第１９ 議案第１８号は、平成２４年度鞍手町一般会計補正予算（第８号）でありま

す。 

本補正予算は、国が平成２４年度一般会計補正予算（第１号）を新たに追加計上したこと

に伴い、本町におきましても新たに農業施設に関する事業費を追加するとともに、これまで

に実施した事業費の確定等による歳出予算の減額等の要因について補正を行っております。  

これらの財源といたしましては、国・県支出金、町債及び財政調整基金への積立金等を調

整し、歳入歳出それぞれ１億９ ,３６５万１千円を追加し、予算総額を歳入歳出それぞれ６８

億３ ,５３８万９千円といたしました。  

なお、新たに追加した農業施設の整備に係る事業費７００万円については、翌年度へ繰越

すこととしております。  

 次に、日程第２０ 議案第１９号は、平成２４年度鞍手町国民健康保険事業特別会計補正

予算（第４号）であります。  

本補正予算は、保険給付費の療養諸費及び高額療養費の追加と共同事業拠出金の減額に伴

い国庫支出金、療養給付費交付金、県負担金などの補正要因を調整し、歳入歳出それぞれ１

０７万５千円を減額して、予算総額を歳入歳出それぞれ２３億３ ,４２２万４千円といたしま
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した。 

 次に、日程第２１ 議案第２０号は、平成２４年度鞍手町後期高齢者医療特別会計補正予

算（第２号）であります。  

本補正予算は、後期高齢者医療保険料の特別徴収と普通徴収の収入割合の変更と保険基盤

安定に係る繰入金の減額に伴い広域連合納付金などの補正要因を調整し、歳入歳出それぞれ

１８６万７千円を減額して、予算総額を歳入歳出それぞれ２億２ ,７３０万５千円といたしま

した。 

次に、日程第２２ 議案第２１号は、平成２４年度鞍手町住宅新築資金等特別会計補正予

算（第１号）であります。  

本補正予算は、貸付回収金を一般会計へ繰出すため、歳入歳出それぞれ４３万４千円を追

加して、予算総額を歳入歳出それぞれ９８万７千円といたしました。  

次に、日程第２３ 議案第２２号は、平成２４年度鞍手町流域関連公共下水道事業特別会

計補正予算（第４号）であります。  

本補正予算は、下水道使用料の追加など補正要因を調整し、歳入歳出それぞれ４４６万４

千円追加し、予算総額を歳入歳出それぞれ６億５ ,４７５万５千円といたしました。  

次に、日程第２４ 議案第２３号は、平成２４年度鞍手町中山西区用地造成事業特別会計

補正予算（第１号）であります。 

本補正予算は、中山西区用地造成事業が完了したため、不用額を減額するもので、歳入歳

出それぞれ１４６万９千円を減額し、予算総額を歳入歳出それぞれ５ ,８４６万７千円といた

しました。 

次に、日程第２５ 議案第２４号は、平成２４年度鞍手町泉水団地改良住宅移設事業特別

会計補正予算（第１号）であります。  

本補正予算は、土地の所有権移転仮登記が本年度内に完了しないことから、ＮＥＤＯとの

契約事項により移転補償費の一部が減額となり、それに伴って事業費を減額するもので、歳

入歳出それぞれ１億８ ,７７３万２千円を減額し、予算総額を歳入歳出それぞれ５億３ ,２６

１万８千円といたしました。なお、減額となった移転補償費につきましては、平成２５年度

予算において、受け入れることとしております。  

以上が、日程第１９ 議案第１８号から日程第２５ 議案第２４号までの７件の提案説明

であります。 

ご審議の上、ご協賛のほど、よろしくお願いいたします。  

○議長 川野 高實君  

 本案に対する質疑は後日行います。  

 次に、日程第２６ 議案第２５号を議題とします。  

提案理由の説明を求めます。  

 町長。 

○町長 德島 眞次君  
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 日程第２６ 議案第２５号の１件について、提案説明を申し上げます｡ 

 日程第２６ 議案第２５号は、平成２５年度鞍手町一般会計予算であります。  

冒頭で私の町政運営に対する基本姿勢を述べさせていただきました。  

それらを実現するため平成２５年度予算から関係必要経費を計上させていただくところでは

ありますが、町長就任後、息つく間もない予算編成作業であったため、私の政策については、

十分な考察を経て計上させていただくこととします。  

まずは平成２５年度当初予算については、志半ばにして急逝された故柴田前町長がこれま

で取り組まれていた重要施策につきましては、私が継承し、確実に進めていくと申し上げて

おりましたので、それに対する予算措置を最優先とすることとして予算編成を行っておりま

す。 

具体的には、平成２５年度の歳出では、教育費におきまして中学校統合に伴う新校舎改修

事業や屋内運動場新築事業などの教育施設関連の整備事業費として約１６億２ ,０００万円

を計上するとともに、安全・安心な通学路の整備等に伴う事業費として約１億３ ,３００万円

の予算計上を行っております。  

また、安全・安心な学校を整備するため、耐震診断の必要な４つの小学校及び南北両中学

校の屋内運動場について調査委託料として約２ ,５００万円を計上するとともに、快適な教育

環境づくりのために各小学校のトイレを洋式に改修する工事費として約５７０万円を計上し

ています。 

さらに私は、安全・安心なまちづくりを一層推進するために、行政に対するご意見・ご相

談窓口を新設するとともに、防災・災害に対しましても専門知識を有した職員を配置するこ

ととし、総務費及び消防費にそれぞれ所要の予算を計上しております。  

また、平成２５年度から定住促進事業の奨励交付金として約３５０万円の計上を行うとと

もに、これら定住促進事業や過疎地域からの自立促進を図るための事業費の財源を確保する

ために、過疎対策事業債３ ,５００万円を積み立てる新たな基金を創設することとしておりま

す。 

また、鞍手町をもっと全国に発信していきたいと考えておりますが、その第１弾として、

ふるさと納税をされた方に対しては、お礼を兼ねて本町の特産物を送ってＰＲしていきます。 

また、これらの情報についてはフェイスブックなどのソーシャル・ネットワーク・サービ

スを活用して広くＰＲし、町の活性化につなげていきたいと考えております。  

民生費におきましては、平成２５年度から介護保険の地域包括支援センターが各自治体で

運営することとなり、その事業費約２ ,７５０万円を新たに計上しております。  

一方、大きく膨らんだ歳出に対する歳入につきましては、自主財源となる町税や使用料及

び手数料などは若干の増額となったものの、その他の自主財源については、平成２４年度と

同額若しくは減額となり、依然として国庫支出金や町債などの依存財源に頼らなければなら

ない予算構成となっております。  

特に、町債においては、有利な過疎対策事業債の借入額は大幅に伸びており、いずれこの
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元利償還金の３０％については交付税措置がないため、町単費で賄っていかなければなりま

せんので、町債の発行におきましては、充当事業の必要性を精査し、財政規律を確保しなが

ら財政運営を行っていく所存であります。  

そして今後、さらなる行財政改革を断行し、健全な財政を確立しなければならないと考え

ておりますが、平成２５年度の歳入については、これらの諸要件を勘案し、 現時点で確保で

きるものを全て計上いたしてもなお不足する財源１億７ ,６９６万８千円については、財政調

整基金からの繰入金で調整しております。  

その結果、平成２５年度一般会計予算総額は、歳入歳出それぞれ７８億６ ,４５８万３千円

としております。  

これは、前年度当初予算６３億６ ,９０５万６千円と比較しますと１４億９ ,５５２万７千

円の増額、率にして２３．５％の増となっております。  

以上のような基本的な考え、財政状況を踏まえながら、平成２５年度当初予算を編成いた

しました。 

以上が、日程第２６ 議案第２５号の提案説明でありますが、併せて、予算編成方針を申

し述べさせていただきました。  

また、詳細については、企画財政課長に説明させますので、ご審議の上、ご協賛のほど、

よろしくお願いします。  

○議長 川野 高實君  

 企画財政課長。  

○企画財政課長 三戸 公則君  

概略については、町長より説明がありましたので、款ごとに、主な費目についての説明を

申しあげます。  

まず、歳出です。  

１款 議会費は、平成２４年度当初予算額と比較して６９９万２千円減額となる９ ,５４２  

万９千円を計上しています。減額となった主な要因は、平成２５年１月に議員が１名辞職し、

１名欠員になったためです。  

次に２款 総務費は、平成２４年度と比較して８ ,０２３万２千円減額となる７億６ ,０５

９万円を計上しています。  

１項 総務管理費 １目一般管理費では、平成２４年度と比較して４ ,４５７万４千円減 

額となる３億３０３万６千円を計上しています。  

減額となった主な要因は、職員給与費の減尐や年金追加費用が減尐したためです。  

５目 財産管理費では、平成２４年度と比較して９ ,８０１万６千円減額となる３ ,５６７

万７千円を計上しています。  

減額となった主な要因は、平成２４年度は公有財産購入費として１億９４２万１千円を計

上していましたが、平成２５年度は公有財産購入費がございません。  

７目 財政調整基金費では、平成２４年度と比較して３ ,４６５万５千円増額となる３ ,６



14 

３５万７千円を計上しています。  

増額となった要因は、過疎対策事業債特別事業分を活用して過疎地域自立促進特別事業基

金を新たに創設し、その積立金として３ ,５００万円を計上したためです。  

１０目 電算管理費では、平成２４年度と比較して１ ,９９３万円増額となる１億３ ,６４

５万６千円を計上しています。  

増額となった主な要因は、地方税の電子申告導入費用として２６６万７千円、滞納事務処

理の効率性を図るため滞納システム導入費用として４６１万３千円、法務省の指導により戸

籍副本データ管理システム導入費用として５２５万円を計上したためです。  

 ４項 選挙費では、平成２４年度計上しておりました農業委員会委員選挙費１３５万６千

円は減額となっていますが、平成２５年度は参議院選挙費として８５２万４千円計上してい

ます。選挙費全体では、７２４万６千円増額となる１ ,７９９万９千円を計上しています。  

次に３款 民生費は、平成２４年度と比較して６ ,８６６万３千円増額となる２３億３ ,８

９３万３千円を計上しています。  

増額となった主な要因は、１項 社会福祉費のうち２目 国民年金事務費で、平成２４年

度と比較して職員給与費等で１ ,００１万６千円増額、１１目 障害者自立支援費で１ ,８４

３万６千円増額となったほか、平成２５年度に介護保険広域連合から地域包括支援センター

が移管されることにより新設された、１３目 地域包括支援センター事業費で２ ,７５０万２

千円計上しているため、社会福祉費全体では、平成２４年度と比較して４ ,３４８万４千円増

額となる１５億２ ,９５１万７千円を計上しています。  

次に、２項 児童福祉費では、１目 児童福祉総務費で、職員給与費などにより１ ,２５２

万７千円減額、７目 乳幼児医療対策費及び８目 ひとり親家庭等医療対策費では、医療給

付費の減尐により２４１万１千円及び１５８万９千円が減額となりましたが、２目 児童福

祉施設費では、保育児童数の増加等により、平成２４年度と比較して２ ,６９４万４千円増加

となり、児童福祉費全体では、平成２４年度と比較して１ ,８８７万５千円増額となる７億６ ,

８０１万円を計上しています。  

次に、５項 人権推進事業費のうち、１目 人権推進事業総務費では、職員給与費及び集

会所の修繕料の追加により５９６万４千円増額となる２ ,４８８万４千円を計上しておりま

す。 

 次に４款 衛生費は、平成２４年度と比較して２ ,３７５万６千円減額となる７億４ ,２０

１万８千円を計上しています。  

 １項 保健衛生費のうち、１目 保健衛生総務費は、病院事業への繰出金が、平成２５年

度から６目 病院事業費の運営費負担金として移行することに伴い、平成２４年度と比較し

て１億７ ,５４８万１千円減額となる７ ,１７６万７千円を計上しています。  

次に２目 予防費は、平成２４年度と比較して４９４万１千円増額となる４ ,０２１万８千

円を計上しています。  

主な要因は、予防接種業務委託料が５２７万円増額となったことによるものです。  
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次に３目 環境衛生費は、火葬場修繕料の増額などにより、平成２４年度と比較して２７

３万８千円増額となる３ ,１７６万円を計上しています。これには、葬斎場指定管理料１ ,８

９５万円が含まれています。  

次に４目 健康増進事業費は、例年どおり基本検診や総合がん検診を実施するため、２ ,

０３５万３千円を予算計上しています。  

次に５目 母子保健対策費は、次世代育成支援行動基本計画に沿って母性並びに乳幼児の

健康対策支援等の所要額として、２ ,１９８万１千円を計上しています。 

次に６目 病院事業費は、評価委員会の経費及びくらて病院運営費負担金前期分等で１億

３ ,８４４万８千円を計上しています。 

なお、平成２５年度の病院事業への運営費負担金総額は２億７ ,６０６万６千円となってお

り、後期分につきましては、財源の状況等を考慮しながら補正で対応させていただきます。  

次に２項 清掃費のうち  ２目 し尿処理費では、衛生センターの指定管理料７ ,８７４万

２千円を含む、９ ,５９１万９千円を予算計上しています。  

３目 じん芥処理費では、宮若市外二町じん芥処理施設の運営負担金  ２億４３７万７千

円を含む、３億１ ,１５１万３千円を計上しています。  

４目 小型浄化槽整備事業費では、平成２４年度とほぼ同額の１ ,００５万９千円を計上し

ています。 

 次に５款 労働費は、平成２４年度と比較して１ ,１５７万５千円減額となる１ ,５０４万

１千円を計上しています。これは、緊急雇用創出事業臨時特例基金事業が減額となったこと

によるものです。  

次に６款 農林水産業費は、平成２４年度と比較して５ ,３２９万９千円減額となる１億５

３万１千円を計上しています。  

主な要因は、３目 農業振興費において、活力ある高収益型園芸産地育成事業費が６ ,１１

７万７千円減額となったことによるものです。  

次に７款 商工費は、平成２４年度と比較して４ ,４２９万８千円減額となる４ ,４０８万

５千円を計上しています。  

 減額となった主な要因は、中山西区用地の造成事業が終了し、その事業に伴う特別会計へ

の繰出金が３ ,９７９万円減額となったことによるものです。  

次に８款 土木費は、平成２４年度と比較して１億６ ,０１９万円増額となる６億８ ,０５

０万４千円を計上しています。  

１項 土木管理費では、１目 土木総務費の職員給与費等の減額により、平成２４年度と

比較して５９８万７千円減額となる６ ,２９０万５千円を計上しています。  

２項 道路橋梁費では、１目 道路橋梁費において、通学路の整備等の工事箇所の増加に

より１億３ ,７１９万円増額の２億１ ,６３８万２千円を計上しています。  

３目 急傾斜地崩壊対策事業費につきましては、平成２５年度事業実施年度でありますの

で、工事費１ ,５７５万円計上したことにより、道路橋梁費全体では、平成２４年度と比較し
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て１億５ ,２９７万５千円増額となる２億３ ,２１６万７千円を計上しています。  

３項 河川費では、２目 用排水路費で７４９万１千円増額となっておりますが、３目 

ため池等整備事業で県負担金が１ ,２００万円減額となったことにより、河川費全体では、平

成２４年度と比較して５２８万５千円の減額となる３ ,２３４万６千円を計上しています。  

４項 住宅費では、修繕料や工事費の増額により平成２４年度より５８３万８千円増額とな

る１ ,７４８万５千円を計上しています。  

 ５項 公園整備費は、大谷自然公園の指定管理料６５０万円を含む９２６万１千円を計上

しています。 

６項 都市計画費は、平成２４年度と比較して１ ,２４３万４千円増額となる３億２ ,６３

４万円を計上しています。  

１目 都市計画総務費では、都市計画基礎調査委託料で４２０万円、遠賀川渡架橋橋梁整

備事業負担金で６００万円計上しているため、１ ,１２７万１千円の増額となる２ ,６６２万

９千円を計上しています。  

 ２目 下水道総務費では、流域関連公共下水道事業特別会計への繰出金を、平成２４年度

と比較して１１６万３千円増額の２億９ ,９７１万１千円計上しています。  

 ９款 消防費は、平成２４年度と比較して、１ ,３０６万３千円増額となる３億４ ,２３４

万８千円を計上しています。  

主な要因は、１目 常備消防費において、直鞍広域消防事務組合負担金が平成２４年度と

比較して１ ,６０３万５千円増額となる３億２２１万８千円を計上しているためです。  

２目 非常備消防費については、平成２４年度と比較して６８１万７千円減額となる２ ,

９１３万６千円を計上しています。平成２４年度は、本町消防団が福岡県消防操法大会に出

場し、増額となっていたためです。  

４目 防犯費では、１４６万円増額となる７６３万７千円を計上しています。平成２４年

度より、省電力化による経費削減を目的としてＬＥＤ電球の防犯灯を段階的に設置している

ためです。 

１０款 教育費は、平成２４年度と比較して、１５億２ ,９２９万１千円増額となる２０億

７ ,７２８万３千円を計上しています。  

１項 教育総務費では、平成２４年度と比較して２０２万１千円増額となる１億４０１万

３千円を計上しています。  

２項 小学校費では、平成２４年度と比較して４ ,８３９万２千円の増額となる１億２ ,０

２３万５千円計上しています。主な要因としては、光熱水費で２３４万４千円、修繕料で  

２８０万５千円、工事費で２ ,７６４万６千円増額となったためです。  

３項 中学校費では、平成２５年度から中学校統合に伴う建設工事が始まることから、  

建築工事監理委託料４ ,８５７万４千円、工事費１５億７ ,４９６万２千円を計上しており、 

平成２４年度と比較して１４億５ ,３７８万８千円の増額となる１６億７ ,１０３万１千円を

計上しています。  
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４項 高等学校費では、平成２４年度と比較して２１５万円増額となる１ ,５５８万９千円

を計上しています。  

５項 社会教育費では、平成２４年度と比較して１ ,７２１万６千円増額となる９ ,５１０

万７千円を計上しています。増額となった主な要因は、光熱水費の増額、中央公民館の身障

者トイレの改修、歴史民俗博物館のパンフレット増刷、歴史民俗博物館のトイレ改修工事等

によるものです。  

６項 保健体育費では、平成２４年度と比較して５７２万４千円増額となる７ ,１３０万８

千円を計上しています。  

１２款 公債費は、平成２４年度に比べて５ ,５５２万９千円の減額となる６億５ ,７８１

万１千円を計上しています。  

 以上が、平成２５年度の主要事業と歳出予算であります。  

次に、歳入では、１款 町税は、平成２４年度と比較して１ ,１９７万８千円増額となる１

６億１ ,５９０万９千円を計上しています。  

税目別で申しますと、１項 町民税は、平成２４年度の６億３ ,２９２万５千円と比較して

２ ,１９５万７千円増額となる６億５ ,４８８万２千円を計上しています。率にして３．５％

の増となっています。  

このうち個人町民税は、平成２４年度と比較して２ ,１９１万３千円増額となる５億４ ,４

２１万４千円を計上しています。率にして４．２％の増となっています。  

法人町民税につきましては、平成２５年度は、１億１ ,０６６万８千円を計上しています。

これは、平成２４年度とほぼ同額となっています。  

 ２項 固定資産税は、平成２４年度と比較して１ ,１４６万２千円の減額、率にして１．４％

の減額となる８億１５０万７千円を計上しています。  

 ３項 軽自動車税については、平成２４年度と比較して１４８万３千円の増額となる３ ,

９５２万円を計上しています。 

４項 町たばこ税につきましては、平成２４年度と同額の１億２ ,０００万円を計上してい

ます。 

次に、２款 地方譲与税は、６ ,４００万円を計上しています。 

地方揮発油譲与税は、平成２４年度と同額の１ ,４００万円を計上しておりますが、自動車

重量譲与税につきましては、平成２４年１２月までの収入実績により、平成２４年度より５

００万円減額の５ ,０００万円を計上しています。  

 次に、３款 利子割交付金につきましても、これまでの収入状況を考慮して、２００万円

減額の４００万円を計上しています。  

次に、４款 配当割交付金につきましては、これまでの収入状況を考慮して、４１万６千

円増額の２２７万６千円を計上しています。  

次に、５款 株式等譲渡所得割交付金及び６款 地方消費税交付金につきましては、これ

までの収入状況を考慮して平成２４年度と同額とし、株式等譲渡所得割交付金については８
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５万円、地方消費税交付金については１億４ ,０００万円を計上しています。  

次に、７款 ゴルフ場利用税交付金は、これまでの収入状況を考慮して、８１万５千円増

額の２ ,０７１万３千円を計上しています。  

次に、８款 自動車取得税交付金は、平成２４年度の収入状況を考慮し、同額の２ ,０００

万円を計上しています。  

次に、９款 地方特例交付金は、平成２４年度実績により、５０万円減額の５５０万円を

計上しています。 

 次に、１０款 地方交付税は、平成２４年度の交付実績及び国の平成２５年度の地方財政

対策など踏まえ、平成２４年度と同額の普通交付税は１９億円、特別交付税は２億６ ,０００

万円を計上しており、地方交付税は、合わせて２１億６ ,０００万円を計上しています。  

次に、１１款 交通安全対策特別交付金は、平成２４年度と比較して１１万４千円減額と

なる３３７万４千円を計上しています。  

次に、１２款 分担金及び負担金は、民生費分担金において保育児童が増加し、保育所運

営費負担金の増額が見込まれることから、平成２４年度と比較して１ ,７７１万４千円増額と

なる１億２４０万円を計上しています。  

次に、１３款 使用料及び手数料は、１項 使用料については、平成２４年度の斎場施設

使用料及び住宅使用料の実績により、３９９万９千円増額となる９ ,６７４万６千円を予算計

上しています。  

２項 手数料については、指定ごみ袋等手数料の増加を見込み、平成２４年度と比較して  

１３１万１千円増額となる６ ,９１４万２千円を計上しています。  

次に、１４款 国庫支出金は、平成２４年度当初予算より２億８ ,９１０万１千円増額の７

億３ ,８２２万８千円を計上しています。  

国庫支出金のうち １項 国庫負担金については、保育児童数の増加による児童福祉費負

担金、障害者自立支援給付費負担金、及び中学校建設工事に伴う公立学校施設整備費などが

増額となり、平成２４年度と比較して１億１ ,０４８万１千円の増額となる５億４ ,０１０万

２千円となっています。  

２項 国庫補助金につきましては、中学校の建設工事に伴い、学校施設環境改善交付金と

して１億６ ,８６７万円の交付を見込んでいることから、平成２４年度と比較して１億７ ,８

９７万７千円の増額となる１億９ ,５８６万１千円となっています。  

次に、１５款 県支出金は、平成２４年度より４ ,３７５万６千円減額となる４億１ ,８０

５万７千円を計上しています。  

１項 県負担金においては、保育児童数の増加による児童福祉費負担金や障害者自立支援

給付費などが増額となったことにより、１ ,４５２万６千円の増額となる２億５ ,４７１万４

千円となっています。  

２項 県補助金において、妊婦健康診査支援事業や子宮頸がん等ワクチン接種緊急促進臨

時事業が一般財源化により全額減額となっています。また、緊急雇用創出事業臨時特例基金
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事業等に伴う労働費県補助金が１ ,１５７万４千円減額となり、農林水産事業費県補助金であ

る活力ある高収益型園芸産地育成事業で５ ,７０６万２千円の減額等もあり、県補助金として

は、６ ,４８１万６千円減額となる１億３ ,０７８万７千円となっています。  

３項 県委託金におきましては、平成２５年度は参議院選挙が実施されることにより選挙

費委託金が８５１万１千円計上されており、平成２４年度と比較して６５３万４千円の増額

となる３ ,２５５万６千円となっています。  

次に、１６款 財産収入は、財政調整基金の積立利息の減額により、平成２４年度より３

５万２千円減額の１７５万７千円を計上しています。 

 次に、１７款 寄附金は、平成２４年度と同額の予算計上を行っています。  

次に、１８款 繰入金は、平成２５年度当初予算編成において厳しく歳出削減を行いまし

たが、なお不足する財源１億７ ,６９６万８千円につきましては、財政調整基金から繰り入れ

ることとしています。  

また、住宅新築資金等特別会計より貸付金回収分を繰入金として８４万２千円を計上し、 

繰入金全体で１億７ ,９８１万３千円を計上しています。  

 次に、１９款 繰越金は、平成２４年度と同額の３ ,５００万円を計上しています。  

次に、２０款 諸収入は、平成２４年度より１億２５０万３千円減額となる、１億１ ,５７

１万４千円を計上しています。この主な要因は、平成２４年度計上の三菱マテリアル株式会

社から取得した用地に対する鉱害賠償登録金１億９４２万１千円が減額となったことにより

ます。 

 最後に、２１款 町債は、平成２４年度より１３億１ ,６４０万円増額となる２０億７ ,１

１０万円を計上しています。 

増額となった要因は、中学校校舎等の建設工事に係る費用のうち国庫支出金以外について

は、主に過疎対策事業債を充当することとしており、平成２５年度の過疎対策事業債につい

ては、一般過疎対策事業債分が１６億５ ,３７０万円、ソフト事業分である特別事業債分が３ ,

５００万円の合計１６億８ ,８７０万円を計上しています。 

また、臨時財政対策債については、平成２５年度から「人口基礎方式」が廃止され「財源

不足額基礎方式」へ完全移行することに伴い、交付団体への配分が増える見込みから、本町

においても平成２４年度より１ ,０００万円の増額となる３億２ ,０００万円を計上していま

す。 

これらにより町債全体では、平成２４年度と比較して１３億１ ,６４０万円の増額となる２

０億７ ,１１０万円となっています。  

以上が、平成２５年度の歳入の主要項目と予算額です。  

 なお、これらの充当財源としましては、平成２５年度性質別予算比較表を添付しています

ので、ご参照願います。  

 また、予算総則としましては歳入歳出規模、地方債、一時借入金の最高限度額及び歳出予

算の流用について、それぞれ提案し、関係書類を添付しています。  
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以上が、平成２５年度一般会計予算の概要であります。  

○議長 川野 高實君  

 本案に対する質疑は後日行います。  

 ここでしばらく休憩します。  

休憩 １４時２３分  

再開 １４時３５分  

○議長 川野 高實君  

 会議を再開します。  

 日程第２７ 議案第２６号から日程第３６ 議案第３５号までの１０件を一括して議題と

します。 

 提案理由の説明を求めます。  

 町長。 

○町長 德島 眞次君  

日程第２７ 議案第２６号から日程第３６ 議案第３５号までの１０件について、一括し

て提案説明を申し上げます｡ 

日程第２７ 議案第２６号は、平成２５年度鞍手町国民健康保険事業特別会計予算であり

ます。 

本予算は、保険給付費の療養諸費及び高額療養費、後期高齢者支援金等の増加による国庫

支出金、療養給付費交付金、県支出金などの関係項目を調整し、予算総額を歳入歳出それぞ

れ２２億８８７万４千円としております。  

次に、日程第２８ 議案第２７号は、平成２５年度鞍手町後期高齢者医療特別会計予算で

あります。 

 本予算は、後期高齢者医療保険料、保険基盤安定繰入金、繰越金の増加による後期高齢者

医療広域連合納付金などの関係項目を調整し、予算総額を歳入歳出それぞれ２億３ ,９２３万

８千円としております。  

次に、日程第２９   議案第２８号は、平成２５年度鞍手町住宅新築資金等特別会計予算

であります。 

 本予算は、貸付回収金を一般会計へ繰り出すこととして、予算総額を歳入歳出それぞれ８

４万２千円としております。  

次に、日程第３０   議案第２９号は、平成２５年度鞍手町流域関連公共下水道事業特別

会計予算であります。  

 本予算は、中山処理分区及び西川処理分区の面整備に係る工事費を主なものとして、予算

総額を歳入歳出それぞれ７億２ ,９６９万９千円としております。  

次に、日程第３１ 議案第３０号は、平成２５年度鞍手町かんがい施設維持管理運営費特

別会計予算であります。  

 本予算は、町内１１箇所のかんがい揚排水機場の年間必要維持管理経費を主なものとして、 
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予算総額を歳入歳出それぞれ２ ,８６８万４千円としております。  

次に、日程第３２ 議案第３１号は、平成２５年度鞍手町谷山池パイプライン水利施設維

持管理運営費特別会計予算であります。 

 本予算は、谷山池斜樋操作場・谷山池パイプラインの施設について、年間必要維持管理経

費を主なものとして、予算総額を歳入歳出それぞれ７８１万７千円としております。  

次に、日程第３３ 議案第３２号は、平成２５年度鞍手町中山西区用地造成事業特別会計

予算であります。 

本予算は、当該用地への企業誘致活動費及び年間必要維持管理費を主なものとして、予算

総額を歳入歳出それぞれ１４万６千円としております。  

次に、日程第３４ 議案第３３号は、平成２５年度鞍手町泉水団地改良住宅移設事業特別

会計予算であります。  

 本予算は、泉水団地改良住宅移設事業について、年間必要経費を主なものとして、予算総

額を歳入歳出それぞれ１１億２ ,３５６万３千円としております。  

次に、日程第３５ 議案第３４号は、平成２５年度地方独立行政法人くらて病院貸付金特

別会計予算であります。  

本予算は、４月１日に設立する地方独立行政法人くらて病院に対する貸付金の元利償還金

などの収支を一般会計から分離し、会計処理を明確にするため新たに設ける会計であります。 

平成２５年度は、病院事業債、過疎対策事業債の貸付け及び金融機関への償還などを主な

ものとして、予算総額を歳入歳出それぞれ４億２７６万１千円としております。  

次に、日程第３６ 議案第３５号は、平成２５年度鞍手町水道事業会計予算であります。 

本予算は、前年度に続き厳しい経営状況の予算編成となりました。  

予算第３条収益的収入及び支出では、  

水道事業収益 ３億１ ,２３３万３千円に対し、  

水道事業費用 ３億４ ,２７４万６千円で、 

差  引     ３ ,０４１万３千円の赤字予算を計上しております。  

次に、予算第４条資本的収入及び支出では、  

資本的収入      ４８３万４千円に対し、  

資本的支出    ８ ,９３４万５千円で、 

差   引    ８ ,４５１万１千円の不足となりますが、不足額につきましては当

年度分損益勘定留保資金から補填することにしております。 

以上が、日程第２７ 議案第２６号から日程第３６ 議案第３５号までの１０件の提案説

明であります。  

ご審議の上、ご協賛のほど、よろしくお願いいたします。  

○議長 川野 高實君  

 本案に対する質疑は後日行います。  

 次に、日程第３７ 議案第３６号を議題とします。  
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提案理由の説明を求めます。  

 町長。 

○町長 德島 眞次君  

日程第３７ 議案第３６号の１件について、提案説明を申し上げます｡ 

日程第３７ 議案第３６号は、鞍手町道路線の認定であります。 

本路線は、泉水団地改良住宅移設事業に伴い、新延のじん芥組合所有地の道路を町道として認定す

るものであります。  

以上が、日程第３７ 議案第３６号の提案説明であります。  

ご審議の上、ご協賛のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長 川野 高實君  

 本案に対する質疑は後日行います。  

 次に、日程第３８ 議案第３７号を議題とします。  

提案理由の説明を求めます。  

 町長。 

○町長 德島 眞次君  

日程第３８ 議案第３７号の１件について、提案説明を申し上げます｡ 

日程第３８ 議案第３７号は、宮若市・鞍手町・小竹町障害程度区分等認定審査会の共同

設置に関する規約の変更についてであります。  

本規約は、地域社会における共生の実現に向けて新たな障害保健福祉政策を講ずるための

関係法律の整備に関する法律の施行による障害者自立支援法の一部改正に伴い、本規約が引

用している障害者自立支援法の名称と障害程度区分が改められることとなったため、関係条

文を整備するものであります。 

以上が、日程第３８ 議案第３７号の提案説明であります。  

ご審議の上、ご協賛のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長 川野 高實君  

 本案に対する質疑は後日行います。  

 この際休会についてお諮りします。  

明日７日から１０日までの４日間を休会としたいと思います。  

 ご異議ありませんか。  

（「異議なし」の声あり）  

ご異議なしと認めます。よって明日７日から１０日までの４日間を休会とすることに決定し

ました。 

 以上をもって本日の日程は全部終了しました。  

 本日はこれをもって散会します。  

散会  １４時４５分 


